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2-4-4-3 定住意向について 

現在住んでいる市町村にこれからも住み続けたいと思いますか。 

全体では「できれば今と同じ市町村に住み続けたい」が 74.19％と、他の選択肢を大きく上回った（図
表 2-4-23）。 
属性別では、年代が上がるほど、人口規模が大きいほど、生活環境の満足度が高いほど「できれば今と

同じ市町村に住み続けたい」割合が高い傾向にある。 
また、圏域別では十勝圏域で「できれば今と同じ市町村に住み続けたい」割合が有意に高い。十勝圏域

は、6圏域の中でこの選択肢の割合が最も高く（『よくわからない』を計算対象から除いた場合）、人口の
ダム機能が他の圏域よりもはっきりと機能している現況を裏付けるものとなっている。 

【図表 2-4-23 現在住む市町村への定住意向】 
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何が充実していれば、今と同じ市町村に住み続けることができると思いますか。 

全体では「安心できる医療・福祉」が 63.55％で最も多く、「安定した生活ができる雇用の場」が 43.03％
で続く（図表 2-4-24）。「食料品や日用品など買い物の利便性」「鉄道やバスなど公共交通機関の利便性」
も約 4 割の回答を得た。 
年代による回答傾向の差が大きく、若年層では「子育て環境の整備や子育て世帯への支援」「学校など

充実した教育環境」「趣味や娯楽等の施設」「安定した生活ができる雇用の場」の回答率が高い一方で、高
齢層では「安心できる医療・福祉」の回答率が突出して高い。 
「子育て環境の整備や子育て世帯への支援」については、男性の回答率が女性より 8 ポイント高いこ

とも特徴的である。 

【図表 2-4-24 定住に必要な要素】 
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女性がその地域にとどまるために必要なこと 

全体では「女性にとって多様な雇用先・職場が多くある」が 70.43％と最も多く、「出産・育児のしや
すさ、支援体制が整っている」「正社員として長く働き続けられる企業が多くある」までが過半数の回答
を得ている（図表 2-4-25）。 
年代別では、「結婚したら男性の親と同居して当然という考え方等の縛りがない」が 18-29 歳の若年層

では有意に高く、年代が上がるにつれて減少する傾向がみられる。対照的に、「医療機関や介護施設など
のサービスが充実している」は年代が上がるにつれて増加する傾向がみられる。 
「医療機関や介護施設などのサービスが充実している」については、人口規模別では小規模な市町村で

回答率が高い。人口減少による医療サービスへの悪影響は全体平均でも約半数が懸念している事項であ
り（上記設問を参照）、地方都市の維持において大きな課題の 1つであると考えられる。 

【図表 2-4-25 女性の定着に必要な要素】 
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2-4-4-4 結婚について 

結婚していない理由について（未婚者のみ回答） 

全体では「適当な相手と巡り合う場所や機会が少ないから」が 41.28％で最も多い（図表 2-4-26）。結
婚願望の有無による差が大きく、結婚願望がある層では「適当な相手と巡り合う場所や機会がないから」
「交際してから、まだ期間が短いから」「仕事が忙しくて相手を見つける余裕がないから」「経済面に不安
があるから・経済的に余裕がないから」の回答率が有意に高く、結婚願望がない層では「結婚生活よりも
自分の仕事や生活を優先したいから」「必要性を感じないから」の回答率が有意に高い。 

【図表 2-4-26 結婚していない理由】 
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結婚を希望する人への支援策 

全体では「夫婦がともに働き続けられるような職場環境の充実」が 53.94％で最も多く、「安定した雇
用機会を提供すること」がほぼ同率の 53.79％で続く（図表 2-4-27）。 
「結婚した方が有利となるような税制を行うこと」は男性で有意に高く、女性で有意に低い。年代別で

は、「安定した家計を営めるよう賃金など待遇面の支援をすること」「結婚や住宅に対する資金貸与や補
助を行うこと」など若年層で金銭面の支援を求める声が多く、「安定した雇用機会を提供すること」は比
較的高齢層での回答が多い。 
また、実際に結婚を希望している未婚者の動向をみると、「結婚や住宅に対する資金貸与や補助を行う

こと」の回答率が有意に高い。 

【図表 2-4-27 結婚を希望する人への支援策】 
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2-4-4-5 出産・子育てについて 

理想的な子どもの人数 

札幌市アンケートとも共通する設問（図表 2-4-6～8 参照）であるが、北海道アンケートは回答者に未
婚者を含むことに留意。全体では「2 人」が 53.41％で過半数を占め、「3 人」が 28.37％で続く（図表 2-
4-28）。全体平均は 2.12人（「5人以上」は 5人として計算。以下同様）で、人口置換水準の 2.07 人をわ
ずかに上回っている。したがって、個々人がそれぞれ理想とする子どもの人数を生み育てることができ
れば、長期的には人口は自然増に転じるということとなる。 
性別による理想の子ども数の差異をみると、男性（2.20 人）で有意に多く、女性（2.06 人）で有意に

少ない。また、年代別では 18-29 歳（1.58 人）で有意に少ない。 

【図表 2-4-28 理想的な子どもの人数】  
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実際に持つつもりの（又は実際に持った）子どもの人数 

全体では「2人」が 42.88％で最も多い（図表 2-4-29）。全体平均は 1.63 人となり、人口置換水準を大
幅に下回っている。 
性別・年代別の傾向は理想の子ども数と同様で、男性（1.71 人）で有意に多く、女性（1.57 人）で有

意に少ない。また、18-29 歳（1.15人）で有意に少ない。この年代では、「子どもを持たない」の回答率
が 33.96％で、他の年代と比較しても突出している。 

【図表 2-4-29 予定する／実際に持った子どもの人数】 
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「実際に持つつもりの子どもの数」が「理想とする子どもの数」に比べて少ない理由 

全体では「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が 53.17％で最も高く、過半数の回答を得た。「年
齢的に子どもを生むのは大変だから」「ほしいけれども子宝に恵まれないから」と続く（図表 2-4-30）。 
年代別にみると、18-29 歳では、「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が他の回答と比較しても

突出して高いことが特徴的である。30 代では、「自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから」が 32.08％
で有意に高く、この年代では 2 番目に多い回答となっている。 

【図表 2-4-30 予定する／実際に持った子どもの人数が少ない理由】 
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出産・子育てに前向きになるために必要・大切なこと 

全体では「安定した雇用と収入」が 75.99％と最も多く、他の回答と比較しても突出している（図表 2-
4-31）。「仕事と家庭の両立支援、長時間労働など働き方の見直し」「教育費の軽減や奨学金制度の充実」
「安心して保育サービスが利用できること」が 4割前後で続く。 
「配偶者が家事、育児への参画・分担に理解があり、積極的なこと」は性別による回答率の差が大きく、

女性が男性より 14 ポイント上回っている。この項目は年代別では 18-29 歳の若年層でも有意に高い。 
予定する子どもの人数別では、3人以上を予定する層で「教育費の軽減や奨学金制度の充実」が有意に

高い。 
人口規模別にみると、札幌市では「仕事と家庭の両立支援、長時間労働などの働き方の見直し」が有意

に高く、「産婦人科などの医療提供体制の充実」は有意に低い。医療についてはより小規模な市町村に住
む層からの回答率が高くなっているほか、他市町村や道外に転出したいと考えている層でも回答率が高
い。 

【図表 2-4-31 出産・子育てに前向きになる要素】 

  


